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以下では、本報告の要旨を（１）研究背景、（２）研究目的、（３）研究方法、（４）研究成果の４つの部分に分けて記すこととする。

（１）研究背景

手話通訳や手書き要約筆記（ノートテイク）、PC要約筆記は、聴覚障害者が音声情報を獲得する上で最も重要な手段である。しかし、これらの手段は、①手話通訳者や要約筆記者の養成にかかる時間や費用、②手話通訳・要約筆記作業そのものにかかる人件費、③手話通訳者・要約筆記者の依頼と派遣にかかる手間暇、といった側面があるため、お手軽・簡単な手段とは言い難く、聴覚障害者がより気楽に音声情報に接触できる手段が求められている。このような中で、近年、音声情報を認識して文字に自動変換するソフト（以下、「音声認識」）を用いた情報保障の仕組みが大学や企業などの場において試験的に導入されている。しかしながら、この音声認識を用いた情報保障のシステムには技術・制度・人材・認知面で様々な障壁が存在し、完全な実用化にまでは到っていないという状況にある。
たとえば、中野他（2007）は、①話し言葉そのものは文法が不正確で分かりにくいことや②文字の誤変換が聴者に比べて聴覚障害者にとって重い負担になることから、どのような文章が読みにくく理解しにくいものになるのか、聴覚障害者の視線の動きを分析することによって検討している。しかしながら、聴覚障害者にとって、話し言葉をそのまま字幕提示することや文字の誤変換が音声情報を獲得する上で重い負担になるとしても、要約された綺麗な文章を字幕で提示するには瞬時に要約するという難度の高い技術がいるという意味で、復唱者に重い負担を課すことになりかねないことが指摘されている（坂本・櫻井・鹿島 2010）。実際に、坂本・櫻井・鹿島（2010）が障害学会第6回大会で音声認識による字幕化システムを試験的に運用した際には、復唱者が話し言葉をそのまま繰り返して音声認識させる原文復唱入力方式よりも、復唱者が話し言葉を要約して入力する要約復唱入力方式の方が認識精度の面で悪かったという結果が得られている。

本研究は、坂本・櫻井・鹿島（2010）による先行研究の結果を踏まえた上で、筆者らが実施した音声認識エンジンAmiVoiceによる情報保障システムの実験結果を報告するものである。
（２）研究目的

先行研究である坂本・櫻井・鹿島（2010）の実験の結果は幾つかの点において不備が認められる。具体的には、①音声認識エンジンの試験的運用であったため、字幕化の一連の作業に実験メンバー全員が慣れていなかったこと、②学会の最中に機材の不具合や紛失といった問題が起き、ノイズの大きい環境の下で音声認識せざるをえなかったこと、③筑波技術大学や群馬大学で試験的に運用されている音声認識による字幕化システムとは異なったシステムを採用していたために、様々な先行研究の結果と比較ができないこと、といった問題があった。
本研究では、それらの諸問題を解決するために、①整備された環境の下で実験を行ない、ノイズの影響や作業を行なう被験者の疲労を最大限なくすように努める、②筑波技術大学が開発してきた音声認識による字幕化システムと同じシステムを採用する、といった工夫をした。その上で、実際に要約復唱入力方式と原文復唱入力方式の認識精度および誤字・脱字・誤変換等のパターンを比較分析することによって、坂本・櫻井・鹿島（2010）の研究によって示唆された要約復唱入力方式における認識精度の問題がどの程度起こりうるのか解明することを本研究の目的とする。
（３）研究方法

2010年6-7月の期間中にベテランの登録手話通訳者2名、登録要約筆記者2名、ボランティア経験のある要約筆記者2名を被験者にした実験を行なった。実験では、あらかじめ準備していた音声サンプルを用いて被験者に二つの方式（原文復唱入力方式、要約復唱入力方式）での復唱作業を行なってもらう。実験の前には30分程度の練習時間を設け、実際に復唱の作業に慣れてもらう。練習が終わった後は15分の休憩時間を置き、復唱作業の疲労を回復するように努める。その後、音声サンプルを基に10分の原文復唱入力方式作業を行ない、再度10～15分の休憩を置いた後で、10分の要約復唱入力方式の作業を行なってもらう。このようにして得られた6人の被験者のデータの各々について、①要約復唱入力方式と原文復唱入力方式の10分のサンプルから、ランダムに1分間のデータを抽出し、10個の標本を作る、②要約復唱入力方式、原文復唱入力方式のサンプルから作成された一人当たり合計20個の標本について認識率を計算する、③要約復唱入力方式、原文復唱入力方式のサンプルから作成された一人当たり合計20個の標本について誤字・脱字・誤変換等の間違いを数える、といった作業を行なう。このようにして得られたデータを基にして、異なる入力方式の認識精度を比較するための統計分析や誤字・脱字・誤変換についての比較分析を行なう。
（４）研究成果

現在、2010年6-7月に行なった実験のデータを集計・分析している段階であり、9月の障害学会報告では実験から得られたデータの分析結果について先行研究の結果を踏まえた上で報告する予定である。
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